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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月29日(2016.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　止血創傷被覆材であって、非コロイド多孔性被覆材料および前記非コロイド多孔性被覆
材料に固定化される複数のフィブリノーゲン結合ペプチドを含み、各フィブリノーゲン結
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合ペプチドが、
　前記ペプチドのアミノ末端にアミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番号
１）（式中、Ｘａａは、Ｖａｌ以外の任意のアミノ酸、好ましくはＰｒｏ、Ｓａｒ、また
はＬｅｕである）、または、
　前記ペプチドのアミノ末端にアミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｈｉｓ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番号
２）（式中、Ｘａａは、Ｐｒｏ以外の任意のアミノ酸である）を含む、止血創傷被覆材。
【請求項２】
　前記複数のフィブリノーゲン結合ペプチドが、前記非コロイド多孔性被覆材料に非共有
結合的に固定化される、請求項１に記載の創傷被覆材。
【請求項３】
　複数の担体が、前記非コロイド多孔性被覆材料に固定化され、複数のフィブリノーゲン
結合ペプチドが、各担体に固定化される、請求項１または２に記載の創傷被覆材。
【請求項４】
　前記複数のフィブリノーゲン結合ペプチドが、各担体に共有結合的に固定化される、請
求項３に記載の創傷被覆材。
【請求項５】
　各フィブリノーゲン結合ペプチドが、非ペプチドスペーサーによって前記担体に共有結
合的に固定化される、請求項４に記載の創傷被覆材。
【請求項６】
　前記非ペプチドスペーサーが、親水性ポリマーを含む、請求項５に記載の創傷被覆材。
【請求項７】
　前記親水性ポリマーが、ポリエチレングリコールを含む、請求項６に記載の創傷被覆材
。
【請求項８】
　前記担体が、可溶性担体である、請求項３～７のいずれか１項に記載の創傷被覆材。
【請求項９】
　前記複数のフィブリノーゲン結合ペプチドが、前記非コロイド多孔性被覆材料に共有結
合的に固定化される、請求項１に記載の創傷被覆材。
【請求項１０】
　各フィブリノーゲン結合ペプチドが、非ペプチドスペーサーによって前記非コロイド多
孔性被覆材料に共有結合的に固定化される、請求項９に記載の創傷被覆材。
【請求項１１】
　前記非ペプチドスペーサーが、親水性ポリマーを含む、請求項１０に記載の創傷被覆材
。
【請求項１２】
　前記親水性ポリマーが、ポリエチレングリコールを含む、請求項１１に記載の創傷被覆
材。
【請求項１３】
　前記非コロイド多孔性被覆材料が、シート、パッド、スポンジ、発泡材、フィルム、ガ
ーゼ、メッシュ、または顆粒、もしくはビーズを含む、請求項１～１２のいずれか１項に
記載の創傷被覆材。
【請求項１４】
　前記非コロイド多孔性被覆材料が、顆粒を含み、前記顆粒の大半が、６μｍを超える最
大寸法を有する、請求項１３に記載の創傷被覆材。
【請求項１５】
　前記非コロイド多孔性被覆材料が、ゼラチン、綿、レーヨン、ポリエステル、コラーゲ
ン、アルギン酸塩、または酸化セルロースを含む、請求項１～１４のいずれか１項に記載
の創傷被覆材。
【請求項１６】
　乾燥形態である、請求項１～１５のいずれか１項に記載の創傷被覆材。
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【請求項１７】
　凍結乾燥形態である、請求項１～１６のいずれか１項に記載の創傷被覆材。
【請求項１８】
　前記フィブリノーゲン結合ペプチドが、それぞれ４～６０アミノ酸残基長である、請求
項１～１７のいずれか１項に記載の創傷被覆材。
【請求項１９】
　前記創傷被覆材を創傷に適用するための説明書とともにパッケージ化された、請求項１
～１８のいずれか１項に記載の創傷被覆材。
【請求項２０】
　出血を制御するための、請求項１～１８のいずれか１項に記載の創傷被覆材。
【請求項２１】
　止血創傷被覆材の形成用キットであって、非コロイド多孔性被覆材料と、別々に、複数
の担体および各担体に固定化される複数のフィブリノーゲン結合ペプチドを含む止血剤と
、を含み、各フィブリノーゲン結合ペプチドが、前記ペプチドのアミノ末端にアミノ酸配
列Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番号１）（式中、Ｘａａは、Ｖａｌ以外の任意
のアミノ酸、好ましくはＰｒｏ、Ｓａｒ、またはＬｅｕである）、または、前記ペプチド
のアミノ末端にアミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｈｉｓ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番号２）（式中、Ｘ
ａａは、Ｐｒｏ以外の任意のアミノ酸である）を含む、止血創傷被覆材の形成用キット。
【請求項２２】
　前記被覆材料を創傷に適用する前に、前記薬剤を前記非コロイド多孔性被覆材料に適用
するための説明書をさらに含む、請求項２１に記載のキット。
【請求項２３】
　前記止血創傷被覆材を創傷に適用するための説明書をさらに含む、請求項２１または２
２に記載のキット。
【請求項２４】
　止血剤であって、複数の担体および各担体に固定化される複数のフィブリノーゲン結合
ペプチドを含む止血剤であって、各フィブリノーゲン結合ペプチドが、
　前記ペプチドのアミノ末端にアミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番号
１）（式中、Ｘａａは、Ｖａｌ以外の任意のアミノ酸、好ましくはＰｒｏ、Ｓａｒ、また
はＬｅｕである）、または、
　前記ペプチドのアミノ末端にアミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｈｉｓ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番号
２）（式中、Ｘａａは、Ｐｒｏ以外の任意のアミノ酸である）を含み、
　前記薬剤が、前記被覆材料を創傷に適用する前に、前記薬剤を非コロイド多孔性被覆材
料に適用するための説明書とともにパッケージ化される、止血剤。
【請求項２５】
　止血創傷被覆材を作製する方法であって、複数のフィブリノーゲン結合ペプチドを非コ
ロイド多孔性被覆材料に固定化することを含み、各フィブリノーゲン結合ペプチドが、
　前記ペプチドのアミノ末端にアミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番号
１）（式中、Ｘａａは、Ｖａｌ以外の任意のアミノ酸、好ましくはＰｒｏ、Ｓａｒ、また
はＬｅｕである）、または、
　前記ペプチドのアミノ末端にアミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｈｉｓ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番号
２）（式中、Ｘａａは、Ｐｒｏ以外の任意のアミノ酸である）を含む、方法。
【請求項２６】
　複数の担体を前記非コロイド多孔性被覆材料に固定化することによって、前記複数のフ
ィブリノーゲン結合ペプチドが前記非コロイド多孔性被覆材料に固定化され、複数のフィ
ブリノーゲン結合ペプチドが、各担体に固定化される、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　止血創傷被覆材を作製する方法であって、止血剤を非コロイド多孔性被覆材料に適用す
ることを含み、前記止血剤が、複数の担体および各担体に固定化される複数のフィブリノ
ーゲン結合ペプチドを含み、各フィブリノーゲン結合ペプチドが、前記ペプチドのアミノ
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末端にアミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番号１）（式中、Ｘａａは、
Ｖａｌ以外の任意のアミノ酸、好ましくはＰｒｏ、Ｓａｒ、またはＬｅｕである）、また
は、前記ペプチドのアミノ末端にアミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｈｉｓ－Ａｒｇ－Ｘａａ（配列番
号２）（式中、Ｘａａは、Ｐｒｏ以外の任意のアミノ酸である）を含む、方法。
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